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語
義
変
化
と
漢
字
表
記

―
―
『太
平
記
』
諸
本
の

「
コ
ハ
シ
」
「
ツ
ョ
シ
」
を
手
が
か
り
と
す
る
考
察
―
―

は
じ
め
に

特
定
の
文
献
に
対
し
て
複
数
の
異
な
る
伝
本
が
存
在
す
る
場
合
、
諸
本
間
に

お
い
て
何
ら
か
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
中
に
は
書
承
の
過
程
に
お
け
る
言
語
意
識
及
び
そ
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の

も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
以
前
に

『
平
家
物
語
』
の
写
本
間
に
お

肺
れ

意
「識 コ

の ′、
”
計
引

つ 「
〕

て ョ
”
什
わ
篠

つ 同
”
瑚
酬
浸

あ
（
し

な
ｏ

「樹
計
辞
は
翻
¨
編

果
を
踏
ま
え
、

『
太
平
記
』
諸
本
に
見
ら
れ
る

「
コ
ハ
シ
」

「
ツ
ヨ
シ
」
の
用

例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
語
義
変
化
と
漢
字
表
記
の
関
係
を
検
討
し
、
用
字
意

識
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

一　
調
査
対
象
及
び
調
査
手
順

本
稿
に
お
い
て
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
以
下
の
諸
本
で
あ
（化
。

（傍
線
部

略
称
）

○
整
版
本
＝
内
閣
文
庫
蔵
元
和
八
年
杉
田
良
庵
刊
片
仮
名
交
り
整
版
本

○
古
活
字
本
＝
天
理
図
書
館
蔵
劇
側
元
和
中
刊
無
刊
記
用
仮
名
交
り
古
測
字

橋

本

行

洋

本
、
内
閣
文
庫
蔵
劇
側
十
四
年
刊
Ⅵ
仮
名
交
り
古
測
字
本
、
京
都
大
学
図

書
館
蔵
劉
劇
元
年
刊
刊
仮
名
交
り
古
測
字
本

○
古
写
本
＝
相
日
本
、
劇
刻
本
、
神
宮
劉
剖
館
本
、
引
川
家
本
、
釧
測
大
学

本
、
簗
日
本
、
正
木
本
、
西
源
院
本
、
梵
舜
本
、
神
宮
文
庫
本
、
天
理
本
、

義
輝
本
、
京
都
大
学
蔵
本
、
日
置
本

分
析
を
行
う
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
ま
ず
簗
日
本
、
京
大
本
、
慶
長
十

′ヽ 平 四
一
『

「
交 平
『

ヨ 古 名
警
「
一

用
（
を 活
崚
赫
¨
一
［

ヽ 『 八
一
一
動
一
攀
”
壽

一 れ 版
い
¨
鋳
赫

め 「 元
た コ 年
。

但
し
、
慶
長
元
和
中
無
刊
期
刊
片
仮
名
交
り
古
活
字
本

（傍
訓
以
外
は
元
和
八

杵
料
勧
麻
畦
嗣
婿
わ
降
諏

し
〈．暖
蹴
娃
嘲
畑
れ

、一
判
は
猜
ぃ
は

つ 学
け
蘇
珠
は
朴
勁

の
異
同
を
∧
表
二
∨
に
示
し
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
考
察
を
進

め
る
。
（
な
お
、
原
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
異
体
字
は
全
て
通
行
の
字
体
に
改
め

た
。
ま
た
本
文
中
で
は
基
本
的
に
各
用
例
を
∧
表

一
∨
∧
表
二
∨
に
記
し
た
用

例
番
号
に
よ
っ
て
示
す
。）



∧
表

¨
∨

１
　
所

ニ
ハ
地
頭
到
ノ
、
領
家

ハ
弱
、
国

ニ
ハ
守
護
重
ノ
、
国
司

ハ
軽
シ
。

（巻

一
。
一
―
一二
〇

２
　
枕
ナ
ル
鎧
取
テ
打
著
セ
、
上
帯
引
刻
縮
サ
セ
テ
、
猶
寝
入
タ
ル
者
ド
モ
フ

ゾ
起
ツ
ケ
ル
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
。
一
―
五
〇
）

３
　
寄
手
雲
霞
ノ
如
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
思
切
タ
ル
者
ド
モ
ガ
、
死
狂
ヲ
セ
ン
ト
引

籠
タ
ル
ガ
コ‐

′、‐
サ‐

二
、
内

へ
切
テ
入
ン
ト
ス
ル
者
モ
無
リ
ケ
ル
処

二
、
伊

藤
彦
次
郎
父
子
兄
弟
四
人
、
門
ノ
扉
ノ
少
シ
破
タ
ル
処
ヨ
リ
、
這
テ
内

ヘ

ゾ
入
タ
リ
ケ
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
。
一
―
五
二
）

４
　
加
様

二
大
手
ノ
軍
引
列

レ‐
バ
、
佐
々
木
判
官
ガ
手
者
千
余
人
、
後

へ
廻
テ

錦
小
路
ヨ
リ
、
在
家
フ
打
破
テ
乱
入
ル
。
　

　

　

（巻

一
。
一
―
五
二
）

５
　
或
夜
雨
風
烈
ツ
ク
吹
テ
、
番
ス
ル
郎
等
共
モ
皆
遠
侍

二
臥
タ
リ
ケ
ン
バ
、

今

コ
ソ
待
処
ノ
幸
ヨ
ト
思
テ
、
本
間
ガ
寝
処
ノ
方
フ
忍
テ
伺

二
、
本
間
ガ

運
ヤ
ツ‐
ョ‐
刻
川
ケ
ン
、
今
夜

ハ
常
ノ
寝
処
ヲ
替
テ
、
何
ク
ニ
有
ト
モ
見

ヘ

ズ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
。
一
―
七
六
）

６
　
ニ
ノ
太
刀
ヲ
余
リ
ニ
劃
刻
切
ン
ト
テ
弓
手
ノ
鐙
ヲ
踏
フ
リ
、
己

二
馬
ヨ
リ

落
ン
ト
シ
ケ
ル
ガ
、
乗
直
リ
ケ
ル
処
ヲ
、
　

　

　

（巻
二
。
一
―
八
八
）

７
　
前

ニ
ハ
笠
置
ノ
城
引
シ
テ
、
国
々
ノ
大
勢
日
夜
責
レ
ド
モ
未
落
、

（巻
三

。
一
―

一
〇
四
）

８
　
次

二
賢
人
所
帰
則
其
国
強
、
臣
聞
呉
王
夫
差
ノ
臣
下
二
伍
子
骨
卜
云
者
ア

リ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四

。
一
―

一
四

一
）

９
　
去
程

二
楠
ガ
城
強
ク
ノ
、
京
都

ハ
無
勢
也
卜
聞

ヘ
シ
カ
バ
、
赤
松
二
郎
入

道
円
心
、
播
磨
国
苔
縄
ノ
城
ョ
リ
打
出
デ
、
山
陽

・
山
陰
ノ
両
道
ヲ
差
塞

ギ
、
山
里

・
梨
原
ノ
間
二
陣
フ
ト
ル
。
　

　

　

（巻
七

。
一
―
二
二
七
）

１０
　
楠
兵
衛
正
成
金
剛
山

二
城
ヲ
構
テ
楯
籠
候
処

二
、
東
国
勢
百
万
余
騎

ニ
テ

上
洛
シ
、
去
二
月
ノ
初
ョ
リ
責
戦
候
ト
イ
ヘ
共
、
城

ハ
剛

（
ツ
ョ
フ
）
ノ

寄
手
己
二
引
色

二
成
テ
候
。
　
　
　
　
　
　
　
（巻
七

。
一
―
二
二
九
）

Ｈ
　
縦
馬
強
ク
ノ
渡
ル
事
フ
得
タ
リ
ト
モ
、
ア
ノ
大
勢
ノ
中

へ
只

一
騎
懸
入
タ

ラ
ン
ハ
、
不
被
討
卜
云
事
可
不
有
。
　
　
　
　
（巻
八

。
一
―
二
四
六
）

宇
野
卜
伊
東

ハ
馬
強
ノ
、　
一
文
字

二
流
フ
裁
テ
渡
ル
。

（巻
八
・
一
―
一一四
一〇

是
以
小
砕
大
、
以
弱
泣
馴
行
也
ト
テ
、
七
千
余
騎
ヲ
七
手
二
分
テ
、
三
条

河
原
ノ
東
西
二
陣
ヲ
取
テ
ゾ
待
懸
タ
ル
。
　

　

（巻
八
。
一
―
二
五
七
）

今
日
二
於
テ
ハ
、
縦
御
方
負
テ
引
ト
モ
引
マ
ジ
、
敵
強
ク
ト
モ
其
ニ
モ
ヨ

ル
マ
ジ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
八
。
一
―
二
一ハ
一こ

縦
カ
コ
ソ
樹
刻
ト
モ
、
身
二
矢
ノ
立
ヌ
事
不
可
有
。（巻

八
・
一
―
二
六
四
）

陶
山
ハ
東
寺
ノ
軍
酬
ツ
ト
テ
、
俄
二
八
条
へ
向
ヒ
タ
リ
ケ
レ
バ
此
陣
ニ
ハ

ナ
シ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
九

・
一
―
二
九
五
）

東
寺

。
西
八
条

・
針

。
唐
橋
二
引
ヘ
タ
ル
、
六
波
羅
ノ
兵

一
万
余
騎
、
木

戸
ロ
ノ
合
戦
酬
ン
ト
騒
デ
、
皆

一
手
二
成
、
東
寺
ノ
東
門
ノ
脇
ョ
リ
、
湿

雲
ノ
雨
フ
帯
テ
、
暮
山
フ
出
タ
ル
ガ
如
、
マ
ツ
ク
ラ
ニ
打
テ
出
タ
リ
。

（巻
九
。
一
―
二
九
八
）

懸
ケ
ル
処
、
赤
橋
相
模
守
、
今
朝
ハ
州
崎
へ
被
向
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
陣
ノ

軍
剛
ノ
、　
一
日
一
夜
ノ
其
間
二
、
六
十
五
度
マ
デ
切
合
タ
リ
。

（巻
十
。
一
―
三
三
一こ

盛
高
モ
岩
木
ナ
ラ
ネ
バ
、
心
計
ハ
悲
シ
ケ
レ
共
、
心
ヲ
強
ク
持
テ
申
ケ
ル

ハ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
。
一
―
三
五
一
）

御
乳
母
ノ
御
妻
卜
申
者
ハ
、
歩
洗
ニ
テ
人
ロ
フ
モ
不
憚
走
出
サ
セ
給
テ
、

四
五
町
ガ
程
ハ
、
泣
テ
ハ
倒
、
倒
テ
ハ
起
跡
二
付
テ
被
追
ヶ
ル
フ
、
盛
高

心
強
行
方
ヲ
知
レ
ジ
ト
、
馬
ヲ
進
メ
テ
打
程
二
後
影
モ
見
ヘ
ズ
成
ニ
ケ
レ

バ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十

。
一
―
三
五
一し

ス
ハ
ヤ
ト
見
ケ
ル
処
二
、
源
氏
ノ
運
ヤ
強
カ
リ
ケ
ン
、

（巻
十
。
一
―
三
五
五
）

余
ニ
ツ‐
ョ‐
ク‐
被
煮
テ
、
此
頭
少
シ
爛
テ
ロ
フ
塞
ギ
タ
リ
ケ
ル
フ
、

（巻
十
三
・
二
―
三
五
）

サ
レ
ド
モ
武
運
強
ケ
レ
バ
ニ
ヤ
、
敵
今
夜
ハ
寄
来
ラ
ズ
。



（巻
十
四

。
二
―
五
八
）

余

二
強
ク
被
踏
テ
、
二
筋
渡
セ
ル
八
九
寸
ノ
関
ノ
木
、
中
ヨ
リ
折
テ
、

（巻
十
五

・
二
―
九
七
）

サ
レ
ド
モ
将
軍
ノ
御
運
ヤ
強
カ
リ
ケ
ン
、
日
既

二
暮
ケ
ル
フ
見
テ
、
追
手

桂
川
ョ
リ
引
返
ヶ
レ
バ
、
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
五

。
二
―

一
〇
五
）

余

二
強
ク
乗
タ
ル
馬
共
ナ
レ
バ
、
皆
庭
テ
更

ニ
ハ
タ
ラ
キ
得
ザ
リ
ケ
ル
間
、

（巻
十
五

・
二
―

一
〇
七
）

義
貞
朝
臣

ハ
、
態
鎧
ヲ
脱
替
へ
馬
ヲ
乗
替
テ
、
只

一
騎
敵
ノ
中

へ
懸
入
々

々
、
何
ク
ニ
カ
尊
氏
卿
ノ
坐
ス
ラ
ン
、
撰
ビ
打

二
討
ン
ト
伺
ヒ
給
ヒ
ケ
レ

ド
モ
、
将
軍
運
強
ク
シ
テ
、
遂

二
見

へ
給

ハ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
無
力
其
勢
フ

十
方

へ
分
テ
、
逃
ル
敵
ヲ
ゾ
追

ハ
セ
ラ
レ
ケ
ル
。

（巻
十
五

・
二
―

一
一
〇
）

女
モ
最
物
フ
ビ
ツ
ウ
哀
ナ
ル
方

二
覚

ヘ
ケ
ン
ド
モ
、
吹
モ
定
ヌ
浦
風

二
靡

キ
ハ
ツ
ベ
キ
煙
ノ
末
モ
、
終

ニ
ハ
ウ
キ
名

二
立
ヌ
ペ
ツ
ト
、
心
強
キ
気
色

ヲ
ノ
ミ
関
守

ニ
ナ
シ
テ
、
早
年
ノ
三
年
ヲ
過
ギ
ニ
ケ
リ
。

（巻
十
五

・
二
―

一
一
九
）

御
方
ノ
軍
勢

ハ
皆
兵
根

二
疲
、
敵
陣
ノ
城

ニ
ハ
弥
強
り
候

ハ
ン
カ
。

（巻
十
六

。
二
―

一
三
五
）

馬
ヨ
リ
落
ケ
ル
時
、
胸
板
ヲ
馬
二
強
ク
踏
レ
テ
、
日
昏
魂
消
ケ
レ
バ
、

（巻
十
六

。
二
―

一
三
八
）

猶
モ
弓
フ
強
ク
引
ン
為

二
、
著
タ
ル
鎧
フ
脱
置
テ
、
脇
立
許

二
大
童

ニ
ナ

リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
十
七

。
二
―

一
八
二
）

藤
島
ノ
戦
強
ノ
、
官
軍
ヤ
ヽ
そ
ス
レ
バ
追
立
ラ
ル
ヽ
体

二
見

ヘ
ケ
ル
間
、

（巻
二
十

。
二
―
三

一
九
）

（注
）
写
本
群
で
は
「藤
島
の
戦
」
を
「藤
島
の
城
」
と
す
る
。

空
キ
人
二
取
付
タ
ル
フ
、
山
城
守
心
強
カ
キ
懐
キ
、
太
刀
ノ
柄
ヲ
垣

ニ
ア

テ
、
諸
共
二
鐸
本
迄
貫
レ
テ
、
抱
付
テ
ゾ
死

ニ
ケ
ル
。

（巻
二
十

一
。
一
一―
三
六
〇
）

余
リ
ニ
ツ
ョ
ク
走
テ
候
程

二
、
息
絶
テ
ソ
レ
ー
ブ
モ
参
り
得
ズ
候
。

（巻
二
十

一
二

一―
一二
全

）

馬
強
カ
ラ
ン
人
々
ハ
我

二
同
ジ
給

へ
、
　

（巻
二
十

一
。
二
―
三
六
二
）

敵
ノ
強
キ
ヲ
バ
不
顧
、
御
方

二
笑
レ
ン
事
ヲ
恥
テ
、

（巻
二
十
二
二

一―
一壬
ハ
八
）

世
モ
上
代
、
仁
徳
モ
今
ノ
君
主
二
増
り
給
シ
後
鳥
羽
院
ノ
御
時

ハ
、
上
ノ

威
モ
強
ク
下
ノ
勢
モ
弱
シ
カ
ド
モ
下
勝
チ
上
負
ヌ
。

（巻
二
十
七

・
三
―
六
一３

元
弘
建
武
以
後
三
百
余
箇
度
ノ
合
戦

二
、
敵
ヲ
靡
ヶ
御
方
ヲ
助
ケ
、
引
割

フ
破
り
堅
キ
フ
砕
事
其
数
フ
不
知
。
　

　

（巻
二
十
九

・
三
―

一
一
七
）

血
気
ノ
勇
者
卜
申

ハ
、
合
戦

二
臨
毎

二
勇
進
ン
デ
臀
フ
張
り
引
劉
ヲ
破
リ

堅
キ
ヲ
砕
ク
事
、
如
鬼
念
神
ノ
如
ク
速
カ
ナ
リ
。

（巻
二
十
九

。
三
―

一
四
四
）

若
又
武
家
強
テ
南
方
ノ
官
軍
打
負
ケ
バ
、
失
ヒ
奉
ル
事
モ
何
様
有
ヌ
ペ
シ

ト
思
召
ツ
ヾ
ク
ル
時

ニ
コ
ソ
、
　
　
　
　
　
（巻
三
十

・
三
―

一
七
二
）

又
将
軍
ノ
御
運
ノ
ツ
ョ
キ
所
ナ
リ
。
　

　

（巻
三
十

一
。
三
―

一
八
二
）

阿
保

。
荻
野
ガ
兵
共
余
リ
ツ
ヨ
ク
被
攻
テ
、　
一
支
モ
支

ヘ
ズ
谷
底

へ
懸
落

サ
レ
ケ
レ
バ
、
久
下
五
郎
ヲ
始
ト
ノ
討
ル
ヽ
者
四
十
余
人
、
疵
フ
被
ル
者

数
フ
不
知
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
十
二
・
三
―
二
一
三
）

誰

ニ
テ
フ
ハ
ス
ル
ゾ
。
手
負
ナ
ラ
バ
我
ガ
腰

二
強
ク
抱
著
給

へ
。
助
奉
ラ

ン
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三
十
二
二
二
―
一
〓
一一Ｃ

縦
弓
強
ノ
遠
矢
フ
射
ル
ト
モ
、
人

二
射
ア
ツ
ル
事

ハ
不
可
有
。

（巻
三
十
五

・
三
―
三
三
一
）

貌
醜
ク
舌
強
ク
シ
テ
、
母
ノ
乳
フ
呑
ス
ル
事
ヲ
不
得
。
僅

二
訴
蜜
卜
云
物

フ
指

二
塗
、
砥
セ
テ
ゾ
命
フ
活
ケ
タ
リ
ケ
ル
。

（巻
三
十
五

二
二
―
一二
一≡
し

其
勢
已
二
丹
波
ノ
篠
村

二
著
シ
カ
バ
、
当
国
ノ
兵
共
、
心
ヲ
両
方

二
懸
テ
、

何
方

ヘ
カ
著
マ
ツ
ト
思
案
シ
ケ
ル
者
共
、
今

ハ
将
軍
方
ゾ
強
カ
ラ
ン
ズ
ラ

ン
ト
見
定
テ
、
我
先

ニ
ト
馳
付
ケ
ル
程

二
、
篠
村
ノ
勢

ハ
日
々
二
勝
テ
無

程
五
千
余
騎

二
成

ニ
ケ
リ
。
　
　
　
　
　
（巻
三
十
八

・
三
―
四
〇
三
）

36354241



6     5 ∧
表
二
∨

ク

　

一揮

ク

コ

ハ
サ

一
コ

ハ
サ

一
こ

は

さ

丁
」
は

さ

強 リツ

カ

リツ

カ

リつ

よ
か

りつ
よ
か

φ

φ

不
尽

リツ

カ

リツ

カ

ケ
レ

強ζ
ケ
レ

れつ
よ
け

ク

強ζ
ク

つ

よ

く

つ

よ

く

ツ

ク

強
ク

強
く

ツ

ク

ツ

ク

つ

よ

く

強
ク

片慶
活長

整元
版和

平慶
活長

つ

よ

く

つ

よ

く

強
ク

つ

よ

く

つ

よ

く

強
ク

れつ
よ
け

っ  | っ

よ |よ
く |く

つ | つ
よ Iよ
く |く
ツ 1剛 強

カ
リ

強
コ

カ
リ

強員
か
り

強
カ
リ

強
カ
リ

つ
よ
し

つ
よ
く

つ
よ
く
フ

ヨ
ク
一強

強

　

　

一
ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

つ
よ
く

つ
よ
し

礁漱
一神
田
一玄
玖

ク

強 1強

剛
　
　
一剛
　
　
一つ
よ
く

剛
ク
　
一剛

強

岡1

ツ

ョ

ク

一
ツ

ョ

ク

ち

よ

く

ツ

ヨ

ク

ツフウ市颯ク　一強

ツ

ヨ

ク

強 強

強
ツ

ク

強
く

一強

ク

徴
古

今
り:|

筑
波

強
ク

つ

よ

く

岡U

ク

強
ク

こ

は

か

つ
よ
く

強

ク

りつ
よ
か

（注
）

各
本
に
お
い
て
欠
巻
あ
る
い
は
該
当
部
分
が
存
在
し
な
い
場
合
、
及
び
表
現
の
異
な
り
の
た
め

対
照
不
可
能
な
場
合
は

「φ
」
の
記
号
で
示
し
た
。

簗

田

日
置

岡」

一
ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

弾
ク

　
一　
φ

一
φ

一
φ

一鵬
″

ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

一強
ク
　
一強
ク

強

ク

　

一強

ク

φ

φ

強 ョ
カ

リ

強
カ
リ

強
カ
リ

強
力
上

強
カ
リ

強
カ
リ
一強
カ
リ

強

ク

強

ク

φ
　
一　
φ
　
一”
ョ
ヵ

φ
　
一　
φ
　
一弾
〆

ツ

ヨ

ク

強

φ

強
ク
　
一
つ
よ
く
一
つ
よ
く
一つ
よ
く

ワ
サ

サ

サ

φ

φ

サ

φ

一癬
ン

　

φ

一
φ

ツ

ヨ

ク

フ

ヨ

ク

ち

よ

く

こ
は
し
一　
φ

φ

一

φ

一

φ

一

φ

一

φ

一

φ

一ツ

ヨ
シ

強
カ
リ
一　
φ
　
一畔
カ
リ

24



ク

強

ク

φ

一

φ

一

φ

一

φ

強ζ強

シ

φ

岡Oζ

一強

ク

　

一強

ク

ツヨク下”ク　一駆夕　市ルタ　一ツヨク下よく市・ク

つ

よ

く

つ

よ

く

ク

は
く

つ

よ

く

つ | こ

よ |は
く  |  く

つ  | つ

よ |よ
く |く

φ

φ

つ

よ

く

つ

よ

く

強
ク

強
/

ク

岡U ッ  |  こ
ヨ  |は
ク

|__≦

勁ζ

勁

つ

よ

く

強
ク

φφ

　

一
ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

一
つ

よ

く

一
ツ

ヨ

ク

一

一剛
　
　
一剛
　
　
一剛
　
　
一剛
　
　
一こ
は
く
一駆
タ

φ

φ

φ

一強

ク

　

一強

ク

強 | ツ
ク |  ヨ

ツ

ク

ツ

ク

づ
よ
く

φ

つ
よ
き
下

よ
き
一剛
　
　
一強
　
　
一弾
ゥ

　

一剛

シ

　

一翼

シ

　

一
こ

は

く

ケ
レ

強ζ
ケ
レ

わ
ょけ
一ν
ョけ
７摯ケ
レ下盟？ユ
″
ョヶ一〃
ョヶ
わ
ょけ
一の
ョヶ〓』ちり市』ケレ

わ
ょけ
一弾
ケ
レ

い
ょ
か
百叫カ
リ

ツ

ヨ

ク

フ

ヨ

ク

ら

よ

く

フ

ヨ

ク

ツ
ヨ
ク
一　
φ
　
一強
カ
リ
一強
カ
リ
一強
カ
リ

強

ケ

レ

一
鎮

ケ

レ

配
フ
　
丁
よ
く
丁
よ
く
リツ

か

強ζ
カ
リ

勁ζ
か
り

リツ

カ

リツ
ヨ

カ

弾

シ

　

一
こ

は

し

下

よ
し

セま
し

強
シ

つ
よ
し
百

ハ
シ

強

シ
　

一強

シ

が
う
　
一剛
　
　
一鵬
キ

　

一強
ャ

い
ょ
か
Ｔ寧カ
リ

こ
は
二

強
シ

強
ク
　
一ヨ
ハ
ニ
強
シ
　
一揮 強

カ
リ

強
カ
リ

剛ζlリ ツ
tl  ョ

こ |り つ

は | よ

il勢

コハシ言鯛シ　一強シ　一強シ　一強　　一こはし



29 28 26    25

強
クカ

リ

強ζ
カ
リ

33

強

つ
よ
く

つ
よ
く

ツ

ヨ

ク

強
く

ツ

ヨ

ク

ツ
ヨ
ク
一つ
よ
く

強

ク

強

タ

強
ク

強
ク

34

ッ
ョ
ク
一ツ
ョ
ク
一つ
よ
く
ち

よ
く

ツ
ヨ
ク
一強
く

ツ

ヨ

ク

一
ツ

ヨ

ク

ツ

ヨ

ク

ツ

ヨ

ク

慶
長

片
活

整元
版和

強ζ
ク

つ

よ
く

っヽ

よ

く
つ

よ

く

強
ク

りつ

よ
か

りつ
よ
か

リツ

カ

強
力

リ

平慶
活長

平寛
活永

神
宮

天
理

神

田

玄
玖

徴
古

今

川

筑
波

簗

田

正
木

西
源

梵
舜

ツ

ョ

ク

フ

ョ

ク

ち

よ

く

フ

ョ

ク

而

ク

”ョヵ一ツヨヵり言″ょか一”ョヵ一”ョヵ
強

ク

強

ク

　

一
ツ

ヨ

ク

強
カ
リ
一強
カ
リ
一強
カ
リ
一翼
カ
リ

強

強
義
輝

京
大

日
置

つ
よ
く
一剛
グ

つ
よ
く
フ

ヨ
ク

りつ
よ
か

つ

よ

く

強
ク

駆
フ

　
一こ
は
く
一つ
よ
く
一こ
は
く
一Ｆ

一強
く
　
一強
ク
　
一強
ク

」

一潔
リ

つ

よ

り

つ

よ

り

ツ

ら

強
力

フ

つよき一つよき一つよき市”事

強 | ツ
力 | ヨ

ラ | ク

強 | ツ
力  | ヨ

ラ |キ
らつ | つ

よ |よ
か | き

強 | ツ
り |ヨ

つ  | つ

よ |よ
り  |  く

3桃
1可

強

ク

　

一郵

ク

　

一
つ

よ

く

一
つ

よ

く

嵐
ク
　
一つ
よ
ぐ
丁
よ
く
一　
φ
　
一勁
ク

強
く

φ

一強
ク
　
一つ
よ
く
一　
φ
　
一強
ク
　
一強
ク
　
一強
ク
　
一強
ク

つ
よ
く
一％
タ

つ
よ
く
一
つ
よ
く

つ
よ
く
一強
ク

φ

ツ

ク

ツ

ク

つ

よ

く

弾
ク
　
一強
ク
　
一強
ク
　
一つ
よ
く

強
ク
　
一つ
よ
く
一弾
タ

強



42    41    40    39    38

カラ言“カラ言牢ょかす牢ょか

一弾
夕

　

一強
　
　
一
つ
よ
ふ

「
「

下
‐
劃
「
到

φｌ
「
劃

弾ク　一つよく下よく下駆ク　一　φ　一　φ
強
ク
　
一　
φ
　
一一　
φ
　
一一　
φ

郵
キ
　
一つ
よ
き
一つ
よ
き
一　
φ
　
一強
　
　
一強

強
　
　
一強
キ
　
一強
キ
　
一強
キ

強
キ
　
一配
キ
　
一つ
よ
き
一つ
よ
き
一　
φ
　
一　
φ
　
一　
φ

一　
φ
　
一強
キ
　
一強
キ
　
一強
キ

力
一ヱ
強
カ
ラ

こ
は
く
一強
ク
　
一ぽ

露
ク
　
一こ
は
く

つ
よ
く
ら

よ
く

強
ク
　
フ

ョ
ク

一揮

ク

つ

よ

く
つ

よ

く
つ

よ

く

勁ζ
ク

ツ
ヨ
キ
一ツ
ヨ
キ
一つ
よ
き
一つ
よ
き
一〓
事
　
一尽
ヌ
　
一不
尽
　
一ッ
ョ
キ
一ツ
ョ
キ
一つ
よ
き

つ

よ

く

一強

ク

　

一強

く

ツ

ク

ツ

ク

つ

よ

く

ツ

ク

健 ζ
ク

ツ

ク

強
ク

φ　一ツヨク下サヽ
　一ツヨリ一ツヨリ下より

フ

強
ク
　
一強
ク
　
一強
ク
　
一駆
ク

つ  | つ  | つ

さ|オ |キ
TI強 1強ζ

ツ

リ

ツ

リ

強ζ

強
タ

強
タ

強
ク
　
一強
ク
　
一強
ク
　
一強
ク

ツヨキす狐キ　一強キ　一強・キ
φ
　
一つ
よ
き
一　
φ

強

φ

φ

強

カ

ラ

一　

・φ

強

キ

強

キ

φ

らつ
よ
か

ラツ

カ

一つよき市をノ



一
一

『
太
平
記
』
諸
本
に
お
け
る

「
コ
ハ
シ
」―
「
ツ
ヨ
シ
」
の
異
同

∧
表
二
∨
を
参
照
す
る
と
、

『太
平
記
』
の
諸
本
間
に
は
和
語

「
コ
ハ
シ
」

―

「
ツ
ョ
シ
」
間
の
異
同
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
全
体
の
約
四
分
の
一
（
４

・

７

・
８

ｏ
９

ｏ
ｌ３

・
・４

・
・６

・
・７
・
・８

・
３２

・
３８

・
４５
の
十
二
例
）
に
わ
た

っ

て
見
ら
れ
る
。

原
因
と ヵ、
」
打
な
¨
【

な
（
ぅ

嗽
罐
御
れ
働
諮
様
嘲
漆
け
な
郎
¨
議
課
崎
れ
」
な
投
い

ヽ

何
れ
の
例
に
も

「強
」
あ
る
い
は

「剛
」
と
い
う
漢
字
を
用
い
た
も
の
が
見
ら

れ
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
漢
字
表
記
の
介
在
が
異
同
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
す

輌

ち
「
イ

ヨ
パ

」
↓

「
配

卜

」
（妍
露

χ

駒

斡

計
潤
陶

夢

雖

そ
れ
ら
の
例
を
判
読
す
る
際
に

「
コ
ハ
シ
」

「
ツ
ヨ
シ
」
の
何
れ
に
読
む
べ
き

か
区
別
し
に
く
い
事
態
の
生
じ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

玄
玖
本
等
に
は

「強
」
に
対
し
て
し
ば
し
ば

「砕
」

「静
」
と
い
う
語
頭
訓
が

断
凝
』
債
い
減
椰
げ
は
獅
れ

え 「
ら コ
れ
（′、炒
」
ロ

カヽ 「
”
ヽ
一
”
珊
¨
暉
商
綺
湘
削
』
ヽ

ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
生
じ
得
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。
以
下
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
そ
の
意
味

。
用
法
を
検
討
す
る
。

前
掲
の
諸
例
の
う
ち
、
た
と
え
ば
４

・
７

・
１４

・
‐６

・
・７

・
‐８

・
３２
・
３８
は

「軍
」
や

「敲
」
、
「城

（
の
軍
勢
と

等
が
頑
強
に
抵
抗
す
る
さ
ま
、
あ
る
い

は

「
合
戦
」
の
激
し
い
状
況
が
手
に
負
え
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
を
表
現
す

る
も
の
で
あ
る
。
本
来

「
コ
ハ
シ
」
は

「
ツ
ヨ
シ
」
と
の
類
義
的
な
側
面
を
有

し
な
が
ら
も
、
客
観
的
に
∧
強
い
状
態
∨
を
表
わ
す

「
ツ
ヨ
シ
」
と
は
異
な
り
、

形
容
の
対
象
と
な
る
も
の
の
属
性
が
そ
れ
に
相
対
す
る
も
の
に
何
ら
か
の
抵
抗

を
も

っ

（
て
暖
け
と
め
ら
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
∧
抵
抗
の
あ
る
状
態
∨
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
上
記
の
例
は
何
れ
も
対
象
の
有
す
る
勢
力
の
強
さ

。
激
し
さ
が

手
ご
わ
い
状
態

（以
下
こ
の
よ
う
な
意
味
を

〔「
手
ご
わ
い
」
意
〕
と
称
す
る
）
、

す
な
わ
ち
∧
抵
抗
の
あ
る
状
態
∨
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
平
安
時
代
の
文

献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、

○
く
る
し
げ
な
る
も
の
―
中
略
Ｌ
司
国
割
物
の
け
に
あ
づ
か
り
た
る
げ
ん
ざ
。

げ
ん
だ
に
い
ち
は
や
か
ら
ば
よ
か
る
べ
き
を
、
さ
し
も
あ
ら
ず
、
さ
す
が

に
人
わ
ら
は
れ
な
ら
じ
と
ね
ん
ず
る
、
い
と
く
る
し
げ
な
り
。

Ｇ
枕
草
子
』

一
五
七
段
）

の
よ
う
な

「
も
の
の
け
」
等
に
用
い
ら
れ
た

「
コ
ハ
シ
」
と
同
様
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、

○

コ
ワ
カ
ラ
ン
所
フ
ハ
何
度
ナ
リ
ト
モ
為
朝

ニ
マ
カ
セ
給

へ
。
打
破
テ
ミ
セ

去
τ
フ
ン
。

（文
保
本

『保
元
物
語
』
中
巻

。
自
河
殿
義
朝
夜
討

二
寄
セ
ラ
ル
ル
事
）

○
奴
原
は
こ‐
劇
劇
御
敵
で
候
。
か
さ
ね
て
勢
を
給
は
ら
ん
。

（覚

一
本

『
平
家
物
語
』
巻
九

・
六
ケ
度
軍
）

○
威
望
モ
イ
ツ
シ
カ
オ
ト
ロ
ヘ
、
東
国
ノ
軍
ス
デ

ニ
コ‐

′、‐
刻
成
テ
、
平
氏
ノ

軍
所
々
ニ
テ
利
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
ケ
ル
ト
ゾ
。

（
国
学
院
大
学
蔵
本

『
神
皇
正
統
記
』
巻
下
）

の
よ
う
な
類
例
も
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
本
来

「
ヨ
ハ
シ
」

の
例
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
９
の
例
は
諸
本
に
お
け
る
異
同
の
状
況
か
ら
み
て
む
し
ろ
「
ツ
ヨ
シ
」

の
例
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
１

・
３７
及
び
４６
の
例
、
あ
る
い
は

『
平
家
物
語
』
の

○
情
此
世
間
の
あ
り
さ
ま
を
み
る
に
、
源
氏
の
御
方
は
つ‐
劇
引
、
平
家
の
御



方
は
ま
け
い
ろ
に
み
え
さ
せ
給
ひ
た
り
。

（覚

一
本

『
平
家
物
語
』
巻
九

・
越
中
前
司
最
期
）

の
よ
う
な
例
と
同
様
、
双
方
の
強
弱
関
係
を
客
観
的
に
述
べ
る
場
面
に
使
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
例
は
後
掲
す
る

「
ツ
ョ
シ
」
の
諸
例
と
は

異
な
り
、
文
脈
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
他
の

「城
」
や

「敲
」
な
ど
を
対
象
と

す
る
例
と
同
様
、

「手
ご
わ
い
」
意
と
も
解
し
得
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
義
輝
本
に
見
ら
れ
る

「
コ
ハ
ク
」
の
訓
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な

解
釈
に
従

っ
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

４５

「舌
強
ク
シ
テ
」
の
例
は
、
舌
が
硬
く
こ
わ
ば

っ
て
い
る
た
め
動
か
し
た

り
変
形
さ
せ
た
り
す
る
の
が
困
難
な
さ
ま
の
表
現
で
あ
り
、
や
は
り
∧
抵
抗
の

あ
る
状
態
∨
を
示
す
も
の
で
、

○
セ
メ
テ
ハ
名
字
フ
モ
唱
ン
ト
思

へ
共
、
舌

コ‐

′、‐
刻
シ
テ
、
夕
ヽ
シ
ク
ハ
云

レ
ス
。
　
　
　
　
（古
活
字
本

『沙
石
集
』
巻
八

・
愚
療
之
僧
成
牛
事
）

○
風
寒
心
牌
ヲ
ヤ
フ
レ
ハ
、
シ
タ
コ‐

′ヽ‐
ク‐
シ
テ
モ
ノ
イ
フ
ス
。

（古
活
字
本

『
全
九
集
』
巻
五

・
唇
口
舌
之
論
治
）

の
よ
う
な
例
と
同
様
に
本
来

「
ヨ
ハ
シ
」
の
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
８
の

「賢
人
所
帰
則
其
国
引
」

は
漢
籍
か
ら
の
引
用
で

『
三
略
』
下
略

に
出
典
を
有
す
る
。
こ
の
部
分
は
所
見
の
施
訓
例
に
よ
る
と
、
内

閣
文
庫
蔵

『
三
略
秘
抄
』
、　
京
都
大
学
図
書
館
清
家
文
庫
蔵

。
清
原
宣
賢
自
筆

『
三
略
秘

抄
』
に
は

「
コ
ハ
シ
」
、　
同
文
庫
蔵

・
元
亀
二
年
写

『
黄

石

公

三
略
』
に
は

「
ツ
ョ
シ
」
の
訓
が
見
ら
れ
、
両
様
の
例
が
存
す
る
。
ま
た
１３
の

「以
小
砕
大
、

以
弱
拉
剛
」
も
出
典
は
未
詳
で
あ
る
が
、
や
は
り
漢
文
的
表
現
と
考
え
ら
れ
（“
。

こ
れ
ら
漢
文
的
表
現
の
例
に
つ
い
て
は
、
諸
家
に
よ
る
訓
法
の
異
な
り
な
ど
特

殊
な
事
情
を
勘
案
す
る
必
要
も
あ
り
、
他
の
例
と
同
様
に
扱
う
事
は
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
∧
抵
抗
の
あ
る
状
態
∨
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
本
来

「
ツ
ヨ
シ
」
が
用

い
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
１１

。
１５

。
２７
・
２８

・
４
の
よ
う
な

「
馬
」

「力
」

「
運
」

「
心
」

「弓
」
な
ど
の
強
さ
を
客
観
的
に
表
現
す
る
場
合
、
お
よ
び
２

・
６

ｏ

飾 ２４
し 。

「
¨
は
”
は

の 「．範
界
”

さ 「
湖

方 ノレ
”

強
「糊

（
計

す 「刊
枠
計
嗽

副
（
ど

設
『
襴
崚
辞

用
い
ら
れ
た
例
に
お
い
て
は
、
諸
本

「
ツ
ヨ
シ
」
で
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
す

な
わ
ち
、
漢
文
訓
読
語
的
な
場
合
を
除
く
諸
例
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と

「
コ

ハ
シ
」
で
あ

っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
う
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
の
あ

っ
た
例
に

お
い
て
の
み

「
ツ
ヨ
シ
」
と
の
異
同
が
生
じ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
成
立

時
期
の
下
る
版
本
類
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体

と

し

て

「
ヨ
ハ
シ
」
↓

「
ツ
ヨ
シ
」
と
い
う
改
変
の
方
向
が
看
取
で
き
る
。
そ
れ
が
最

も
端
的
に
現
れ
た
の
が
整
版
本
の
例
で
あ
り
、
同
本
で
は
前
掲
の

「
コ
ハ
シ
」

―

「
ツ
ヨ
シ
」
間
に
異
同
の
存
す
る
例
を
全
て

「
ツ
ヨ
シ
」
と
し
て
い
る
。　
一

般
に
、
江
戸
時
代
初
期
の
整
版
本
は
、
先
行
の
古
活
字
本
が
存
在
す
る
場
合
、

そ
れ
に
従

っ
て
改
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
太
平
記
』
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
本
稿
に
採
り
上
げ
た
元
和

八
年
杉
田
良
庵
刊
本
は
片
仮
名
交
り
整
版
本
の
嗜
矢
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
長

晰
［
呻

あ
（
無

馴
『
針
莉
“
離
向
論
稀
畔
導
け
暉
嘲

コ し
、ハ

々
「
に

「
振

河
ヨ 名
浸
「
¨
難

同
例
を
元
和
八
年
版
に
よ
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も

「強
」
あ
る
い
は

「
剛
」
と
い
う
漢
字
に
附
訓
さ
れ
た
例
で
あ
り
、
し
か
も
同
本
に
見
ら
れ
る
唯

一
の

「
コ
ハ
シ
」
の
例
は
、
片
仮
名
交
り
古
活
字
本
共
々
仮
名
書
き
の
例
で
あ

る
。
従

っ
て
元
和
八
年
版
に
お
い
て
は
、
片
仮
名
交
り
古
活
字
本
で
無
訓
と
な

ん
は
』
鋤
〕
歩
｛
刹

力ヽ
〈
シ

妙
蹴
ぃ
ぅ
漢
字
表
記
の
例
を

一
律
に

「
ツ
ヨ
シ
」
と
読



こ
れ
は

『
太
平
記
』
諸
本
、
特
に
整
版
本
の
成
立
当
時
、
こ
れ
ら

「強
シ
」

「
剛
シ
」
に
対
し
て
は

「
コ
ハ
シ
」
よ
り
も

「
ッ
ョ
シ
」
の
訓
が
ま
ず
は
じ
め

に
想
起
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
現
象
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
は
前
述

の
よ
う
な

「
コ
ハ
シ
」
の
用
法
が
当
時
既
に
古
語
的
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
語
に
お
け
る

「
コ
ハ
シ

（
コ
フ
イ
と

は
、
普
通
、
恐
怖
感
情
を
表
現

す
る

（以
下

〔「
恐
ろ
し
い
」
意
〕
と
称
す
る
）

際
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ

一
［
時
赫

考 す
「一

一
¨
〓
一
¨
い

の 「 も
¨
は
一
中
〔

力ヽ 意 す
一

用
「 こ

例 コ と
一
¨
¨
］
い
い
峰
一

と
え
ば
室
町
末
―
江
戸
初
頭
の
口
頭
語
資
料
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

『虎
明

本
狂
言
』
に
よ
る
と

○
／
や
い
さ
て
ノ
ヽ
お
そ
ろ
し
い
物
が
出
た
は
　
／
あ
ヽ
こ
わ
や
ア
ヽ

（蟹
山
伏
）

○
／
何
と
身
共
が
お
そ
，う
ｕ
ｄ
と
お
し
や
る
か
、
お
れ
は
又
な
ん
ぞ
よ
に
対

そ
ろ
し
ひ
も
の
が
あ

っ
て
、
お
ふ
る
や
る
か
と
思
ふ
て
、
と
も
ス
ヽ
き
も

を
つ
ぶ
ひ
て
ふ
る
ふ
た
、
是
は
ほ
う
ら
い
の
島
の
お
に
と
い
ふ
も
の
で
、

こ
は
ふ
は
な
ひ
よ
な
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（節
分
）

鰤
講
け
れ
』

て コ
け
孵
け
れ

の 「用
ゎ
れ
ぃ
け

一 意
は
醐
“
れ

つ れ
な
い
¨
Ｆ
臓
か

れ
（
の

翻
ｏ

ま
た
こ
の
よ
う
な

「
コ
ハ
シ
」
の
語
義
変

化

に
伴

い

「
ツ
ヨ
シ
」
が
、
元
来

「
コ
ハ
シ
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
∧
抵
抗
の
あ
る
状
態
∨
の
場
合
を

含
め
て
、
広
く
∧
強
い
状
態
∨
を
表
現
し
得
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
稀
。）

一
方

「強
」

「
剛
」
と
い
う
漢
字
は
本
来

「
恐
ろ
し
い
」
意
を
表
す
も

の
で
は
な
い
た
め
、
日
常
語
に
お
け
る

「
コ
ハ
シ
」
は
こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
と

の
間
に
次
第
に
甑
離
を
き
た
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

無
論
、
当
時
の
人
々
に
と

っ
て

『
太
平
記
』
は
す
で
に

「古
典
」
で
あ
り
、

当
時
の
日
常
語
と
は
異
な
る
古
語
的
表
現
が
そ
こ
に
現
れ
た
と
し
て
も
、
意
図

的
に
別
の
表
現
に
改
変
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
そ
れ
が

「強
シ
」

「
剛
シ
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
本
来
の
読
み
が
不
明
に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
を
当

時
の
日
常
語
的
感
覚
を
以
て

「
ツ
ョ
シ
」
と
読
ん
で
も
文
意
に
誤
り
が
生
じ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

「強
シ
」

「剛
シ
」
に
対
し
て
は
古
語
的
な

「
コ

ハ
シ
」
よ
り
も
む
し
ろ
当
時
の
日
常
語
と
し
て
も
理
解
し
や
す
い

「
ツ
ヨ
シ
」

の
訓
が
想
起
さ
れ
、
結
果
的
に

「
コ
ハ
シ
」
↓

「
ツ
ヨ
シ
」
と
い
う
改
変
が
生

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
理
瞑
い
」
音
いの

「
コ
ハ
シ
」

既
述
の
ご
と
く
、

４５

「舌
強
ク
シ
テ
」
の
例
は
舌
が
硬
く
こ
わ
ば

っ
て
い
る

状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

「
コ
ハ
シ
」
の
用
法
は
、

○
は
だ
あ
ら
く
こ‐
司
剖
ち
う
し
に
、
か
く
か
き
た
て
ま
つ
れ
給
。

今
宇
津
保
物
語
』
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
）

○
は
か
ま
の
こ
は
き
に
か
ね
し
て
、
ぬ
ひ
物
に
も
う
ち
は
か
ま
を
し
た
る
人

も
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
∩
栄
花
物
語
』
巻
三
十
六

・
根
あ
は
せ
）

○
お
ほ
か
た
む
か
し
は
、
か
や
う
の
事
も
知
ら
で
、
さ
し
ぬ
き
も
な
が
う
て
、

ゑ
ぼ
う
し
も
こ
は
く
ぬ
る
事
な
か
り
け
る
な
る
べ
し
。

合
今
鏡
』
み
こ
た
ち
第
八

・
花
の
あ
る
じ
）

○
そ
の
夜
よ
り
、
こ
は
き
飯
を
お
ほ
く
し
て
く
は
せ
け
り
。
女
み
づ
か
ら
其

飯
を
に
ぎ
り
て
く
は
す
る
に
、
す
こ
し
も
く
ひ
わ
ら
れ
ざ
り
け
り
。

∩
古
今
著
聞
集
』
巻
十

。
相
撲
強
力
第
十
五
）

の
よ
う
に
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
、
物
質
と
し
て
の
硬
度

が
高

い
、
す
な
わ
ち



「硬
い
」
と
い
う
属
性
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

「変
形
さ
せ
る
の
に

抵
抗
が
あ
る
」
さ
ま
を
示
す
用
法

（以
下

〔「
硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
Ｌ

と
称

す
）
と
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の

「
コ
ハ
シ
」
は
、

○
チ
カ
キ
世

ハ
ウ
ル
シ
ア
ツ
ク
ヌ
ル
ユ
ヱ
、
カ
ム
リ
ヱ
ボ
ウ
ノ
ヒ
タ
ヒ
カ
タ

刻
テ
、

コ
ヽ
ロ
ニ
マ
カ
セ
ヌ
ナ
リ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
浅
浮
抄
し

の
よ
う
な
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
ツ
ヨ
シ
」
よ
り
む
し
ろ

「
カ
タ
シ
」

と
の
類
義
関
係
に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

「
コ
ハ
シ
」
は
江
戸
時
代
以
降
の
文
献
に
も
、

○
強
ひ
飯
粒
で
状
封
じ
る
や
う
な
も
の

Ｇ
書
喩
尽
』
天
明
六
∧

一
七
八
六
∨
年
）

○
う
な
ぎ
は
あ
や
ま
ら
う
。
皮
が
日
劇
引

つ
て
食

へ
ね
ヘ

（
洒
落
本

『
通
気
粋
語
伝
』
上
編

・
寛
政
元
∧

一
七
八
九
∨
年
）

卸
「

「 ぅ
な
砂

シ 数
嗅
か
¨
糊
測
諄
み
』
「
ｒ
湖
獄
調
れ
海
だ
一

」
と て
熱

あ
（「
な
し
ぃ
御

『
太
平
記
』
諸
本
の
多
く
が
４５

「
舌
引
ク
シ
テ
」
の
例
を

「
コ
ハ
ク
」
と
し
、

比
較
的
原
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を

「
ツ
ヨ
ク
」
に
置
き
換
え
る

と
文
意
が
損
な
わ
れ
、
ま
た

「
硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
が
発
時
の
日
常
語
の

中
に
一
応
は
残
存
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の

「硬
い
」
意
の

「
コ
フ
イ
」
は
現
在
で
は
古
語
的
な
表
現
と
な

っ
て
余
り
用
い
ら
れ
ず
、
む
し
ろ

「
カ
タ
イ
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
が

一

般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
使
用
さ
れ
る
場
面

。
文
脈
が
異
な
る
と
は
い
え
、
圧
倒

的
に
多
く
用
い
ら
れ
る

「
恐
ろ
し
い
」
意
の

「
コ
ワ
イ
」
と
同
音
衝
突
を
起
こ

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
咄
本

『
百
物
語
』

（
万
治
二
∧

一
六
五
九
∨
年
刊
）
の

序
に

「硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
を

「
恐
ろ
し
い
」
意
に
誤
解
す
る
話
が
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
既
に
そ
の
よ
う
な
同
音
衝
突
に
よ
る
混
乱
が
生
じ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
文
献

に
お
け

る

「
硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
用
例
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
同
音
衝
突
に
よ
る
衰
退
が
か

な
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま

っ
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

『
太
平
記
』
整
版
本
に
お
い
て
４５

「舌
引
ク‐
シ
テ
」
の
例

に
対

し

「
ッ
〓

ク
」
と
誤

っ
て
施
訓
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は

「強
シ
」
と
表
記
さ
れ

た
も
の
の
施
訓
に
際
し
、
余
り
多
く
用
い
ら
れ
な
い

「
コ
ハ
シ
」
よ
り
も
使
用

頻
度
の
高
い

「
ツ
ヨ
シ
」
が
ま
ず
想
起
さ
れ
、
そ
れ
が
充
分
な
文
脈
的
吟
味
を

経
ず
に
適
用
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「強

シ
」
＝

「
ッ
ョ
シ
」
で
あ
る
と
い
う
、
現
在
の
我
々
と
同
様
の
認
識
が
当
時
既

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
現
象
で
あ
る
。

四

「
コ
ハ
シ
」
「
ツ
ヨ
シ
」
に
対
す
る
用
字
意
識
と
そ
の
変
化

∧
表
二
∨
に
よ
る
と
全
体
と
し
て
は
諸
本
に

「強
」

「剛
」

、黎
」
の
漢
字

表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「強
」
―

「剛
」
、
「強
」
―

「勁
」
の
異
同

は
存
す
る
も
の
の

「剛
」
―

「
勁
」
の
異
同
例
は
な
い
。
し
か
も

「勁
」
字
の

見
ら
れ
る
例
は
本
来

「
ツ
ヨ
シ
」
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て

お
り
、
逆
に

「剛
」
の
用
い
ら
れ
た
例
は
２４
の
一
例
を
除

い
て
本

来

「
コ
ハ

搬
」
請
場

に っ
凱

町 ヵ、
だ
賜
』
い
鳳
無
卸
和
舜
降
づ
猪
」
、
働
』
（
商
ば
か
り
で
ぁ

○
元
亀
二
年
本
運
歩
色
葉
集
‥

「
ツ
ョ
シ
」
＝
強

　
「
コ
ハ
シ
」
＝
強

・
剛

○
清
家
文
庫
蔵
本
塵
芥
‥

「
ツ
ョ
シ
」
＝
勁
　

「
コ
ハ
シ
」
＝
強

○
正
宗
文
庫
本
‥

「
ツ
ョ
シ
」
＝
項
目
な
し
　

「
コ
ハ
シ
」
＝
強

。
剛

○
天
正
十
八
年
本
‥

「
ツ
ヨ
シ
」
＝
勁

。
強

　

「
コ
ハ
シ
」
＝
強

・
剛

∞岬詢輩魯本‥‥「「ッか）”『―‐項醐
。な颯　「一一″」‐‐‐‐姉
。（配



○
黒
本
本
‥

「
ツ
ヨ
シ
」
＝
項
目
な
し
　

「
ヨ
ハ
シ
」
＝
強

。
剛

○
標
園
本
‥

「
ツ
ヨ
シ
」
＝
勁

。
強

　

「
コ
ハ
シ
」
＝
強

・
剛

○
易
林
本
‥

「
ツ
ヨ
シ
」
＝
強

・
剛
　

「
コ
ハ
シ
」
＝
剛

・
強

の
よ
う
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
属
す
る
他
本
も
概
ね
同
様

で
あ

る
。

『
太
平
記
』
諸
本
に
見
ら
れ
る
漢
字
表
記
の
分
布
は
こ
れ
ら
節
用
集
類
の
記
載

に
大
略

一
致
し
、
室
町
期
に
は
概
ね
、

「
ツ
ヨ
シ
」
＝
強

・
勁

「
コ
ハ
シ
」
＝
強

・
剛

と
い
う
用
字
意
識
の
存
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
（犯
。
と
こ
ろ
が
、
∧
表
二
∨
の
異

同
を
詳
細
に
見
る
と
、
梵
舜
本
や
古
活
字
本
の
例
か
ら
も
わ
か
る

よ
う

に
、

「勁
」
字
は

「強
」
字
に
集
約
さ
れ
て
行
く
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
以

降
の
文
献
で
は

「
ツ
ヨ
シ
」
に

「強
」
字
を
用
い
た
例
は
多
く
み
ら
れ
る
も
の

の
、

「勁
」
字
の
例
は
余
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
流
布
し
た

早
引
節
用
集
の
類
に
も

「
ツ
ヨ
シ
」
の
項
に
は

「強
」
の
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

「強
」
は

『
太
平
記
』
諸
本
に
お
い
て

「
コ
ハ
シ
」

「
ツ
ョ
シ
」
の
表
記

に
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
古
く

『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
に
も

「
コ

一
義
計
を
智

義 ョ
″
」
獅
は
国
¨
綺
彙
神
駆
織
制
鞍
動

に て
ぃ
一
一

′ヽ ま
な
『

「 点
渚

ヨ 料

シ
」
の
両
訓
が
み
ら
れ
、
早
く
か
ら
こ
の
両
語
と
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
室
町
末
―
江
戸
初
頭
頃
に
な
る
と
、

「
コ
ハ
シ
」
の
語

義
変
化
に
よ
り

「強
」
と

「
コ
ハ
シ
」
と
の
関
係
が
揺
ら
ぎ
始
め
、
そ
の
結
果
、

現
在
の
よ
う
な

「強
シ
」
は

「
ツ
ヨ
シ
」
と
の
み
読
ま
れ
、
ま
た

「
ツ
ヨ
シ
」

罐̈つ字議輛は猟神れら「潮分瞥
「用”́れ「』けい̈
剌闘［戦竜け』知”

「強
」
字
と

「
ツ
ヨ
シ
」
と
の
結
び
つ
き
の
強
ま
り
と
相
関
関
係
に
あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

「強
」
は

『
警
喩
尽
』
の
例
の
よ
う
に

「硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
の

表
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、

「強
」
の
用
い
ら
れ
る
例
は
米
飯
類

を
形
容
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
や
や
慣
用
的
な
用
字
法
で
あ

っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
明
治
期
以
降
の
文
献
に
は
、

○
今
日
粟
飯
の
硬
き
を
食
ふ
身
と
な
つ
て
は

（徳
富
健
二
郎

『
思
出
の
記
し

○
康
ぎ
た
て
を
無
く
と
醸
く
出
来
ま
す
し
、
磨と
ぎ
置ぉき
』
薙
ぐ
距
来
ま
す
ヽ

（村
井
弦
斎

『食
道
楽
』
飯
の
炊
方
）

○

「御
飯
が
少
し
冷
え
て
ま
す
ね
」

「冷
え
て
る
の
は
い
ゝ
が
、
硬
過
ぎ
て

鐸
獅¶
「以鴫
れ
もｔ
ろ酔
角
躊
騨
驀
界
純
げ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方

「剛
」
字
は
、
本
来

「
ツ
ヨ
シ
」
ょ
り
も

「
コ
ハ
シ
」
と
の
結
び
つ
き

が
強
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
比
較
的
後
の
時
代
ま
で

「
コ
ハ
シ
」
の
表
記
に
用
い

ら
れ
、

○
毛
の
剛
い
ガ
サ
張
つ
た
東
髪
　
　
　
　
　
　
（
石
坂
洋
次
郎

『
若
い
人
し

の
よ
う
に
毛
髪
な
ど
に
対
し
て
用
い
れ
た
例
が
み
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
前
述

の
よ
う
に

「
硬
い
」
意
の

「
コ
ワ
イ
」
自
体
が
古
語
化

・
老
人
語
化
し
て
い
る

た
め
、

「剛
イ
」
は
傍
訓
に
よ
っ
て
読
み
が
示
さ
れ
な
い
限
り

「
コ
フ
イ
」
と

は
読
み
に
く
く
な

っ
て
お
り
、

「
ツ
ヨ
イ
」
、
あ
る
い
は
文
脈
的
解
釈
に
よ

り

「
カ
タ
イ
」
と
読
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
同
様
に
前
掲
の
よ
う
な

「硬
イ
」

も
現
在
で
は
む
し
ろ

「
カ
タ
イ
」
と
読
む
方
が

一
般
的
で
あ
る
。
ま
た

「剛
」

字
は
、

○
鵬
ひ
場
は
ル
た
し
ぼ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『讐
喩
尽
し

○
ボ
ユ
ツ‐デ
６
ｏ６８
＝
恐
ろ
し
い
）

趾
′
　
又恐致也



翁
魯
西
亜
弁
語
』
寛
政
八
∧

一
七
九
六
∨
年
頃
）

（
の
算
う
に

「恐
ろ
し
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
例
も
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
方
で

「
硬
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、

「
コ
ハ
シ
」
の
意
味
に
関
係
な
く
伝
統
的
な
用
字
法
に
従

っ
て
表
記

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
恐
ろ
し
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」

は
江
戸
時
代
に
入

っ
て
も

「
剛
」
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
が
、

そ
の
用
例
は
余
り
多
く
見
ら
れ
ず
、
必
ず
し
も
日
常
語
的
な
用
字
意
識
の
反
映

で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
場
合
で
も

一
旦

「剛
シ
」
と

表
記
さ
れ
た
も
の
を
判
読
す
る
際
に
は
や
は
り
混
乱
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

『警
喩
尽
』
の
例
の
よ
う
に
、
文
脈
上

「恐
ろ
し
い
」
意
の

「
コ
ハ

シ
」
で
あ
る
と
判
断
可
能
な
場
合
に
は
さ
ほ
ど
問
題
が
生
じ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
文
脈
的
判
断
が
不
可
能
な
場
合
は
そ
れ
を

『
太
平
記
』
の
例
の
ご
と
く

「
ッ
ョ
シ
」
（あ
る
い
は

「
カ
タ
シ
し

と
読
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
た
と

え

「
コ
ハ
シ
」
と
読
ま
れ
た
と
し
て
も

「
硬
い
」
意
に
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が

存
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
前
掲

『魯
西
亜
弁
語
』
の
例
に
お
い
て
は

「剛

シ
」
に

「
こ
は
し
」
と
い
う
読
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
に
お
い
て
こ
の

「 ょ
肺
「

「
傍

嗣
¨
鰤
審
¨
」
悧
け
詢
数
ス
ぼ
担
い
』
諭
Ⅷ
脚
論
『
勒
″
％
独

る ノレ
計

に
対
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
例
も
誤
読
を
避
け
る
た
め

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
又
恐
敷
也
」
と
い
う
注
記
も
こ
れ
が

「
恐
ろ

し
い
」
意
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
か
ら
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
り
、

「恐
ろ
し
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
に
対
し
て
一

般
に
は

○
怖
い
異
見
も
聞
て
居
る
う
ち

（
川
柳

『
武
玉
川
』
四
編

。
宝
暦
二
∧

一
七
五
二
∨
年
）

。
鋼
朧
弟
喩
弼
偉
曲
癬
¨
な
浸
』
い
痢
Ψ
認
な
ら
め
と
難
対
の統
は
笙
群
げ

‐
‐
　
　
（
洒
落
本

『
大
通
俗

一
騎
夜
行
』
安
永
九
∧

一
七
八
〇
∨
年
）

』̈̈
』嶼いほ』鰤な御ご削椰駆かものがこはいといふ。『彗【喩尽し

（滑
稽
本

『
浮
世
床
』
初
編

。
文
化
∧

一
八

一
一
∨
年
）

の
よ
う
な
恐
怖
感
情
を
示
す
漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、

「
恐
ろ
し
い
」
意
の

「‐コ
‐ノ、
シ
」
の
使
用
の
拡
大
は
、

○
か
ヽ
る
御
悩
の
折
節
に
合
て
怖
キ
御
妖
怪
と
も
数
多
と
り
い
り
奉
ル

（
尾
崎
本

『
平
家
正
節
』
巻
十
二
上
、
許
文

・
安
永
五
∧

一
七
七
六
∨
年
）

の
よ
う
に
、
本
来

「
手
ご
わ
い
」
意
の

「
コ
ハ
シ
」
で
あ

つ
た
も
の
を
当
時
の

日
常
語
的
解
釈
に
よ
っ
て

「
恐
ろ
し
い
」
意
に
理
解
す
る
現
象
を
も
も
た
ら
す
。

現
行
の
注
釈
書
類
で
は
、

『
太
平
記
』
に
お
い
て
唯

一
諸
本

「
コ
ハ
シ
」
で
全

く
異
同
の
見
ら
れ
な
い
３

「思
切
タ
ル
者
ド
モ
ガ
死
狂
フ
セ
ン
ト
引
籠
タ
ル
ガ

コ
ハ
サ
ニ
」
の
例
を

「
恐
ろ
し
い
」
意
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
例
も
基
本

的
に
は
そ
の
直
後
に
現
れ
る
４
の
例
な
ど
と
同
様
、

「
死
を
決
心
し
た
者
ど
も

が
死
に
も
の
狂
い
に
戦
お
う
と
引
き
籠
も

っ
て
い
る
の
が
手
ご
わ
い
の
で
」
の

意
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
室
町
末
期
に

「恐
ろ
し
い
」
意

の

「
コ
ハ
シ
」
が

一
般
化
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
本
来
は
そ
の
よ
う

な
意
味
で
な
く
と
も
、
書
承
の
過
程
に
お
い
て

『
平
家
正
節
』
の
場
合
と
同
様

「恐
ろ
し
い
」
意
に
理
解
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
例
は
４
の
例
な

ど
と
比
べ
る
と
仮
名
書
き
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
片
仮
名
交
り
古
活
字
本
に
お

い
て
も
仮
名
書
き
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
い
は

「
恐
ろ
し
い
」
意
に
解

さ
れ
た

「
コ
ハ
シ
」
に
対
し
て

「強
」
字
を
用
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ

っ
た

た
め
か
も
知
れ
な
い
。



お
わ
り
に

語
の
意
味
と
漢
字
表
記
の
関
係
お
よ
び
そ
の
変
化
は
古
辞
書
類
、
古
記
録
等

に
お
け
る
用
字
法
、
そ
の
他
様
々
な
文
献
に
お
け
る
付
訓
例
な
ど
か
ら
窺
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
あ
る
程
度
習
慣
的

・
固
定
的
な
側
面
を
有
す
る
用
字
法
に
変

化
が
生
じ
る
に
至
る
ま
で
に
は
ど
の
よ
う
な
過
程
が
存
す
る
の
か
を
提
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
本
稿
で
は

『
太
平
記
』
諸
本
に
お
け
る
異
同
例
を
手
が
か
り
と

し
て
、

「
コ
ハ
シ
」

「
ツ
ョ
シ
」
に
対
す
る
用
字
意
識
の
変
化
と
、
そ
の
背
後

に
存
す
る

「
コ
ハ
シ
」
の
語
義
変
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

「
コ
ハ
シ
」
が

「手
ご
わ
い
」
意
か
ら

「
恐
ろ
し
い
」
意

へ
と
語
義
変
化
を

起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、

「強
シ
」

「
剛
シ
」
か
ら

「怖
シ
」

「
恐
シ
」

へ
と
漢

字
表
記
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
一
見
単
純
な
現
象
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ

の
過
程
に
は

「強
シ
」
と
い
う
漢
字
表
記
を
同
じ
く
す
る
類
義
語

「
ツ
ョ
シ
」

の
存
在
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た

「強
」
が
専
ら

「
ツ
ヨ
シ
」
の
表
記
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
、
江
戸
時
代
以
降
も
残
存
す
る

「
硬
い
」
意

の

「
コ
ハ
シ
」
の
用
字
法
に
も
影
響
を
与
え
た
。

「
コ
ハ
シ
」
―

「
ツ
ヨ
シ
」
の
よ
う
に
漢
字
表
記
を
同
じ
く
す
る
類
義
語
が

存
す
る
場
合
、　
一
方
が
語
義
変
化
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
微
妙

な
均
衡
で
保
た
れ
て
い
た
表
記
体
系
に
影
響
が
生
じ
、
両
語
に
対
す
る
用
字
意

識
は
お
互
い
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
変
化
を
遂
げ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

江̈（１
）

拙
稿

「″強

（
こ
は
）
し
″
と

″強

（
つ
よ
）
し
″
―
―
『平
家
物
語
』
諸
本
に
み

ら
れ
る
用
字
意
識
の
変
化
―
―
」

（前
田
富
祓
編

『国
語
文
字
史
の
研
究
　
一
』
一

九
九
二
年
　
和
泉
書
院
）
＊
以
下

「拙
稿
」
と
称
す
。

（２
）

写
本
群
の
呼
称
は

『
日
本
音
共
文
学
大
辞
典
』

（岩
波
書
店
）
所
収
の
も
の

（鈴

木
登
美
恵
氏
執
筆
）
に
従
っ
た
。
な
お
日
置
本
の
み
は
長
谷
川
端
氏
の
も
の

（『中

京
大
学
図
書
館
蔵
太
平
記
』
解
題
　
一
九
九
〇
年
　
新
典
社
）
に
よ
っ
た
。
な
お
調

査
に
は
基
本
的
に
原
本
あ
る
い
は
複
製
本

（含
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
用
い
た
が

西
源
院
本
の
み
は
原
本
焼
損
の
た
め
鷲
尾
順
敬
氏
校
訂
刀
江
書
院
刊
の
活
字
本
に
よ

っ
た
。

（
３
）

片
仮
名
交
り
整
版
本
と
し
て
は
こ
の
他
に
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
寛
永
八

年
刊
本
、
大
阪
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
寛
文
十
一
年
刊
本
を
調
査
し
た
が
、

元
和
八
年
版
と
の
異
同
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（４
）

こ
れ
ら
の
諸
本
は
仮
名
書
き
部
分
お
ょ
び
傍
訓
が
多
く
、
検
索
に
使
が
あ
る
た
め

底
本
と
し
て
用
い
た
。

（５
）

採
集
に
あ
た
っ
て
は
基
本
的
に
単
純
形
容
詞

（―
サ
形
を
含
む
）
と
し
て
用
い
ら

れ
た
も
の
の
み
を
採
り
、
重
複
形
容
詞
、
派
生
語
、
語
構
成
要
素
と
な
っ
た
も
の
は

採
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
個
別
の
異
な
る
事
情
が
存
し
、
単
純
形
容
詞
の
場
合

と
は
必
ず
し
も
同
様
に
扱
え
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
複
合
形
容
詞
の

可
能
性
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
認
定
が
困
難
な
た
め
採
録
し
た
。

（６
）

掲
出
に
用
い
た
慶
長
元
和
中
刊
無
刊
記
片
仮
名
交
り
古
活
字
本
と
大
系
本

（底
本

＝
慶
長
八
年
刊
片
仮
名
交
り
古
活
字
本
）
と
は
本
文
に
小
異
が
あ
る
が
、
今
回
の
考

察
に
影
響
の
あ
る
異
同
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（７
）

「
ツ
ョ
刻
」
―

「
ツ
ヨ
州
」
の
異
同
な
ど
は
片
仮
名
表
記
に
原
因
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

（８
）

以
下

「強
シ
」

「剛
シ
」
と
記
す
場
合
は
、

「強
」

「
剛
」
が
和
語
形
容
詞
の
表

記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（９
）

「剛
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
主
に

「
コ
ハ
シ
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

（１０
）

山
内
潤
三
・
木
村
晟

「平
松
家
旧
蔵
本
平
家
に
つ
い
て
」
金
平
松
家
旧
蔵
本
平
家

物
語
』
一
九
六
五
年
　
古
典
刊
行
会
）
一
四
四
頁
参
照
。
な
お
語
の
識
別
の
た
め
に

語
頭
訓
が
用
い
ら
れ
れ
る
こ
と
は
、
既
に
平
安
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
（柴
田
雅
生

「『東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
付
訓
方
法
に
つ
い
て
」
『
国
語
学
研
究
』

一二
ハ
　
一
九
八
六
年
十
二
月
）

（ｎ
）

「
コ
ハ
シ
」
「
ッ
ョ
シ
」
両
語
の
類
義
性
と
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

一
四
一
―

一
四
三
頁
参
照
。

（‐２
）

な
お

「剛
」
は

「弱
」

（諸
本
異
同
な
し
）
と
の
対
応
を
考
え
る
と
、
玄
玖
本
等



に
あ
る
ご
と
く

「強
」
と
す
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（‐３
）

仁
田
義
雄
氏
の
用
語
に
よ
る
。

（仁
田
義
雄

「結
果
の
副
詞
と
そ
の
周
辺
」

（渡

辺
実
編

『
副
用
語
の
研
究
』
一
九
八
三
年
　
明
治
書
院
）
一
二
五
頁
等
参
照
。）

（‐４
）

筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
両
者
は
振
仮
名
、
返
点
、
句
読
点
の
有
無
を
除
け
ば
行

割
り
、
丁
附
、
柱
、
文
字
遣
、
字
体
に
至
る
ま
で
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。

（‐５
）

古
活
字
本
の
漢
字
表
記
を
原
因
と
す
る
古
写
本
―
整
版
本
間
の
本
文
異
同
の
例
は

他
文
献
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
「情
」
字
を
介
す
る
「
ヤ

サ
シ
」
↓

「
ナ
サ
ケ
ナ
シ
」
、
「煩
」
字
を
介
す
る

「
カ
ヌ
」
↓

「
フ
ブ
ラ
フ
」
等
の

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（岡
田
三
津
子

「『源
平
盛
衰
記
』
本
文
考
―
―
慶
長
古

活
字
本
の
表
記
を
通
し
て
―
―
」
『
文
学
史
研
究
』
三
十
二
　
一
九
九
一
年
十
二
月
）

（‐６
）

こ
の
よ
う
な
恐
怖
感
情
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
心
理
学
、
認
知
科
学
の
方
面
に
お

い
て
も
分
析
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
戸
田
正
直

『
感
情
―
―
人
を
動
か
し
て
い

る
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一
九
九
二
年
　
東
京
大
学
出
版
会
、
四
一
―
五
〇
頁
等
参
照
。

（‐７
）

例
え
ば
、

○

〔唯
子
看
燿
日
、
是
棄
呉
也
。
諌
日
、
―
以
下
略
―
〕
唯
子
弩
―
伍
員
ガ
是
カ

コ‐
列
引
ソ
。
呉
ニ
ヨ
ウ
ア
タ
ル
カ
呉
フ
棄
ル
チ
ヤ
ト
テ
諌
ル
ソ

（古
活
字
本

『史
記
抄
』
巻
九
）

の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

（‐８
）

拙
稿

一
五
六
―

一
五
九
頁
参
照
。
な
お
、
東
国
方
言
と
し
て
用
い
ら
れ
る

「疲
れ

た
」
意
の

「
コ
フ
イ
」
も
、

「恐
ろ
し
い
」
意
と
と
も
に
こ
の
頃

「手
ご
わ
い
」
意

か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「疲
れ
た
」
意
の

「
コ
フ
イ
」
は
、
方

言
と
い
う
性
格
上
、
文
献
に
残
さ
れ
た
用
例
が
少
な
く
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
仮
名

書
き
例
で
あ
る
が
、
近
代
の
文
献
に
は
、

○
本
当
に
俺
ら
太
義
∧
傍
訓

「
こ
は
」∨
え
な
あ

（長
塚
節

『
土
し

の
よ
う
に
漢
字
が
当
て
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。

（・９
）

但
し

「手
ご
わ
い
」
こ
と
を
特
に
表
現
す
る
際
に
は
、
「
テ
ゴ
ハ
シ
」

（『平
家
物

語
』
あ
た
り
か
ら
用
例
が
み
ら
れ
る
）
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（２０
）

現
代
語
に
お
け
る
用
法
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所

（西
尾
寅
弥
）

『
形
容

詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究
』

（
一
九
七
二
年

秀
英
出
版
）
四
三
二
―
四
三

三
頁
、
森
田
良
行

『
基
礎
日
本
語
　
１
』

（
一
九
七
七
年

角
川
書
店
）
に
お
い
て

分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
２‐
）

な
お

「強
」
に
対
す
る

「
カ
タ
シ
」
の
訓
は
、
古
辞
書

・
訓
点
資
料
そ
の
他
の
文

献
に
お
い
て
も
未
見
で
あ
り
、
こ
の
例
を

「
カ
タ
シ
」
と
読
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（２２
）

西
源
院
本
に
お
い
て
は

「勁
シ
」
は
な
く
、

「健
シ
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お

「健
」
は

『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
の

「
ツ
ヨ
シ
」
「
ヨ
ハ
シ
」
両
項
目
に
掲
出
さ
れ

て
い
る
。

（
２３
）

な
お
、

１０
の
例
は
簗
日
本
、
版
本
に

「
ツ
ヨ
ク
」
、
日
置
本
に

「
カ
タ
ク
」
と
あ

り
、
他
本
は
無
訓
の
た
め
未
詳
で
あ
る
が
、
文
脈
よ
り
判
断
す
る
と
７
あ
る
い
は
３２

と
類
似
し
て
お
り
、

「
コ
ハ
シ
」
の
例
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
粟

田
本
は
７
・
３２
共
に

「
ツ
ヨ
シ
」
と
し
て
お
り
、
神
日
本
、
玄
玖
本
等
と
の
異
同
が

み
ら
れ
る
。

（２４
）

「強
」
は
右
訓

「
ヨ
フ
ル
」
左
訓

「
ヨ
ワ
シ
」。
ま
た

「剛
」
は

「
ョ
フ
ル
」
の
項

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（２５
）

「剛
」
は

「
カ
タ
シ
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
カ
タ

シ
」
に
は

「堅
」

「固
」
の
表
記
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

（２６
）

「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
各
篇
の
人
事

・
辞
字
両
部
所
収
各
項
目
の
掲
出
漢
字
に

は
、
多
く
の
場
合
、
掲
出
最
上
位
漢
字
が
日
常
常
用
の
漢
字
に
一
致
す
る
と
い
う
顕

著
な
傾
向
が
窺
え
る
。」
（峰
岸
明

『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
一
九
八

六
年
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（２７
）

た
だ
し
訓
点
資
料
に
は

「
コ
ハ
シ
」
の
施
訓
例
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（２８
）

た
だ
し
、
「情
ガ
強
（
コ
ハ
）
イ
」
の
よ
う
に
慣
用
表
現
に
な
っ
た
も
の
に
は

「
ヨ

ハ
シ
」
に

「強
」
字
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（２９
）

「硬

（
コ
ハ
シ
と

は
、
前
掲

『
弘
治
二
年
本
節
用
集
』
に
見
ら
れ
、
ま
た

『書
言

字
考
節
用
集
』
等
に
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（３０
）

な
お
、
「強
飯

（
コ
ハ
イ
ヒ
・
コ
ハ
メ
シ
ビ

と
い
ぅ
語
の
表
記
に
は

「強
」
字
が

用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
語
も
現
在
で
は
余
り
使
用
さ
れ
な
い
。

（３‐
）

動
詞

「
コ
ハ
ガ
ル
」
に
対
し
て
も
、

○
安
立
町
沙
牟
を
剛
∧
傍
訓

「
こ
は
」∨
が
る
矮
鶏
の
鳥
　
　
　
　
（『讐
喩
尽
し

の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。

（３２
）

覚
一
本

『
平
家
物
語
』
に
、

○
か
ヽ
る
御
悩
の
折
節
に
あ
は
せ
て
、
こ
は
き
御
物
気
共
取
い
り
奉
る
。

（巻
三
・
赦
文
）

と
あ
る
。

―
本
学
助
手
―


